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凡例：
－、本文の主旨について
『琉球訳』の「訳地第五｣、「訳山第十一」に漢字音記された琉球地名の発音を解読す
る。琉球地名資料を引用し、十八世紀の北京音と現代四川羅江方言を取り入れ、琉球音と合
わせ、中琉対音を再建する。
二、『琉球訳』について
『琉球訳』は1800年來琉した中国の冊封使李鼎元が楊文鳳という琉球学者と首里四公
子の協力を得て、収集した五千数百琉球寄語の資料をまとめ、編集・出版しようとした『球
雅』と実に同一な物である。法政大学沖縄文化研究所比嘉実先生『｢琉球訳」と幻の琉漢辞
典「球雅｣』（上・下）（沖縄タイムス1995年５月１日、２日）の論文と先生が1995年１２月
８日東京外國語大学アジア・アフリカ言語研究所での學術講演はそれについて、全面的に解
明した。筆者も第六回中琉歴史関係学術研討会（1996年10月北京）に提出した論文『明清使
録所記琉球語言文字』の中に『琉球訳』と『球雅』の関係について、資料を加わって、更に
確論した。本文における『琉球訳』地名も殆んど李鼎元の前回に來た冊封使周燵が書いた
『琉球国志略』からそのまま写した。こんな事ができるのは李鼎元以外には考えられない。
これは『｢琉球訳」即ち「球雅｣』の説に対して、もう一つ有力な根拠とも言える。
三、参考資料について
琉球地名資料は主に『琉球人名地名辞典』（阪巻駿三1964年)、『沖縄語辞典』附録
『首里方言読みによる地名一覧』（国立国語研究所1925年）と『角川日本地名大辞典』４７
沖縄県巻（角川日本地名大辞典編纂委員会1985年）を参考する。『琉球人名地名辞典』に
のａ、ｂ、ｃ、ｄはそれぞれ1879年（明治十二年）以前の琉球音、1879年以後の日本標準音、
1900年頃あるいは終戦頃まで作者の発音、1937年沖縄教育に採用された発音。
中国語の発音は当時作者李鼎元が任職している京城、清代官話標準語音の北京音を中心
とする。主に『李氏音鑑』（1985年李汝珍)、『音韻逢源』（1840年裕恩）の音系を参考す
る。李鼎元の出身地四川羅江の方言は楊時逢『四川方言調査報告』（台湾1984年）の羅江
県部扮を参考する。
四、音記符号について
国際音聲符号で統一に音記する。各項目の後ろにある←→の前後の［］内は清代（北
－５６－
京）官話音と解読音（琉球音）である。引用文の後ろの（）内に「＝」（同じ)、「←」（～
から変化してきた)、「→」（～ヘ変化してゆく）の後ろは国際音記である。
１．琉球日倭急掌［uotCina］←→［uotJinax］
琉球館訳語に「琉球人倭及奴必周」［琉球uokinu]、陳侃使琉球録に「琉球人
倭掌必周」［琉球uokina]、中山伝信録に「沖縄屋其惹、［ｕｋ(tC,)inia]、琉球入
学見聞録に「琉球烏吉逆呪」［uk(tC)inia］とある。沖縄語辞典「沖縄？ucinaa］
（?u←uo、ｃｉ＝tJi←kinaa←naua）とある。
２．日本日亜馬吐［iamat，u］←→［iamatu］
琉球館訳語に「日本人亜馬奴必周」［日本iamanu]、請崇業使琉球録に「日本
人亜馬吐必周」「日本iamat，u］とある。沖縄語辞典に「日本本土，jamatu］（，j＝
ｉ）とある。
３．島日什麻Mma］←→［Jima］
おもろきうし「島しま｣、琉歌全集に「島shima」（shi＝Ji）とある。沖縄語辞
典に「島sima」（si＝Ji）とある。
４．喚日叔［lsu］←→［Jiu］
学研漢和大字典に「蝋しよ」［Jio］とある。首里方言は「よ」をｉｕと読む。
５．金城日喀那骨昔骨［kanakusiku］←→［kana9usiku］
琉球人名地名字典に「金城（a)kana9usiku｣、沖縄語辞典に「金城kana9u9iku」
（§i＝si）とする。金城村は首里王宮の所在。琉球国志略に「首里は王宮の所在。間
切と称しない。属村県は二十一有り：崎山、金城、内金城、新橋、赤平、儀保、西儀
保、末吉、山)||、新１１１，殿Ill、寒川、大中、鳥堀、汀白次、赤田、姑場川、桃原、當
藏、真和地、立岸」とある。
６．新橋日迷八麻［mipama］←→［miibaJi］
角川日本地名大辞典に「みいばし村新橋村（那覇市)、王府時代の村名、首里の
うち｡」とある。琉球国志略に「新橋は王宮の東北にある｡」とある。「麻」の記音は
間違っていると考えられる。
７．赤平日阿喀許納［ak，axyna］←→［akaのira］
琉球人名地名字典に「赤平（a)akafira」（fi＝のi）とある。沖縄語辞典に「赤平
７akahwira」とある（？a←ａｈｗｉ＝のi)。琉球国志略に「赤平は王宮の北にある」と
ある。第四音節子音、とｒの対音は合わない。これはおそらく作者李鼎元の四川羅江
県方言的なまりである。羅江方言は、、１（ｒに近い）が区別しない。
８．儀保日日不［Zlpu］←→［d5ibu］
琉球人名地名字典に「儀保（a)jibu」（ji＝d3i)、沖縄語辞典に「儀保ziibu」と
ある（zi＝d5i、５i)。琉球国志略に「儀保は朱平村の北にある」とあり、「朱平」は
5７－
「赤平」の誤りである。
９．末吉日昔石［siSl］←→［sixJi］
琉球人名地名字典に「末吉（a)stshi」（st＝sixshi＝Ji)、沖縄語辞典に「末吉
§iisi」とある（§ii＝siXsi＝Ji)。琉球国志略に「末吉王宮の北にある」とある。
10．新川日阿納喀［anak，a］←→［arakax］
琉球人名地名字典に「新川（c)arakEl」（ka←kaua］とある。納、ａとｒａは合わな
い対音で、羅江方言音である。
11．殿川日午濁奴喀［utunuk'a］←→［udun9aX］
沖縄語辞典に「大鈍Ill7uduN9aa」とある（?u←ｕ９ａａ＝gax←gawa)。角川日本
地名大辞典に「方言ではウドゥンガーといい、御殿川とも書く。」とある。
12．寒川日送喀［suDk'a］←→［sun9aZ］
琉球人名地名字典に「寒水川（a)sun9El」沖縄語辞典に「寒水)IIsuN9aa」とあ
る（gaa＝9a:←9aua)。「寒川」は真中に「水」という字を書き落としたと考えられる｡
13．天中日午甫鐘［ufutSuO］←→［uのutJun］
琉球人名地名字典に「大中（a)ufuchun」（f＝①ｃｈ＝tJ)、沖縄語辞典に「大中
７uhucuN」（?u←ｕｈ＝①ｃ＝tJ）とある。
琉球国志略に「大中」は首里二十一県村の一つで、琉球訳に「天中」は「大中」で、
「天」は「大」の誤字だと考えられる。角川日本地名大辞典に「方言ではウフチュン
といい、中国音の影響があると思われる｡」とある。
14．島堀日東主木一［tu9tlSumui］←→［tun3umui］
琉球人名地名字典に「鳥小堀（a)tunjumui」（ju＝d5u)、沖縄語辞典に「鳥小堀
tuNzumui」とある（zu＝d5u、５u)。角川日本地名大辞典に「方言ではトゥンジュム
イといい｡」が有る。琉球国志略に「鳥堀」は首里二十一県村の一つである。琉球訳
Ｉこの「島」は「鳥」の誤字で、琉球国志略とともに地名の中の「小」字を書き落とした。
15．汀白茨日的石陳Ｉ即［tiSllatCi］←→［tisirad3i］
沖縄語辞典に「汀志良次ｔｉ§irazi」とある（§i＝ｓｉｚｉ＝d5i、５i)。角川日本地名
大辞典に「方言ではティシラジという｡」が有る。琉球国志略に「汀白次」は首里二
十一村県の一つである。「次」は「茨」と書くべき。今の地名の「志良」は何時から
「白」のように書いたか、また研究が必要。
16．赤田日阿喀打［akata］←→［akata］
琉球人名地名字典に「赤田（ab)akata｣、沖縄語辞典に「赤田？akata」とある
（?a＝a)。
17．姑塲川日古八喀［kupak'a］←→［kuba9ax］
琉球人名地名字典に「久場川（a)kuba9a)、沖縄語辞典に「久場川kuba9aa」と
－５８－
ある（9aa＝gax←gaua)。琉球国志略にも「姑場川」とあり、首里二十一村県の-つ
である。
18．桃源日掻八禄［tuopalu］←→［toxbaru］
琉球人名地名字典に「桃原（ab)tObaru｣、沖縄語辞典に「桃原toobaru」とある
（too＝to:)。桃原は首里南風平等のうち。琉球国志略に首里二十一村県の中も「桃
原」が有る。琉球鐸の「源」は諸書の「原」と違う。
19．當藏日掻奴骨納［tuonukuna］←→［tomukura］
琉球人名地名字典に「當藏（a)tOnukura｣、沖縄語辞典に「当蔵toonukura首
里一南風之平等｡」とある（too＝to:)。、ａはｒａと対音、方言である。
20．真和地日麻日［ma2m←→［maxd5i］
琉球人名地名字典に「真和志maji」（ji＝d5i)、沖縄語辞典に「真和志maazi」
とある（maa＝maZzi＝d5i、５i)。琉球国志略にも首里二十一村県の一つとして「真
和地」が有り、「地」と「志」が違う。
21．立岸日達的及石［tatit9iJi］←→［tatid5iJi］
沖縄語辞典に「立岸tacizisi」（ci＝tJi←ti←ｔｅｚｉ＝d5i←ｇｉｓｉ＝Ji）とある。
22.泊村日燭買木納［tumaimuna］←→［tumaimura］
琉球人名地名字典に「泊tumai｣、沖縄語辞典に「泊ｔｕｍａｉ那覇中頭一中城
間切」「村mura」とある。中山伝信録、琉球国志略、琉球入学見聞録にはともに
「泊土馬爺」［tｍａｉ（ie)」とある。「琉球国志略」に「首里の西の五里（2.5キロ）
にある」「間切に入れない」とある。
23．那覇日那發［､afa］←→［､a:①a］
沖縄語辞典に「那覇naahwa」（naa＝naxhwa＝①a）とある。角川日本地名大
辞典に「方言ではナーファという。…方言でナファは那覇の港をいう｡」とある。「那
覇」は郭汝霧使琉球録に「那Ⅱ覇｣、胡靖“杜天使冊封琉球真記奇観”に「那鰯」と書
く。琉球国志略に「那覇は間切に入れない」「首里から四十里（二十キロ）に有る。
属村県は六つ有り：東県、西県、泉崎、若狡町、辻山、渡地」とある。
24．泉崎日一宗雑及［itsu9tsat'９i］←→［izunzatJi］
琉球人名地名字典に「泉崎（a)izunzachi」（chi＝tJi←ki)、沖縄語辞典に「泉崎
７i\uN\aci」とある（？i←ｉｚｕ＝ｚｕｚａ＝ｚａｃｉ＝tJi←ki)。
25．若狡日瓦喀黙馬及［uaRaSamat9i］←→［uakasamatJi］
琉球人名地名字典に「若狹町（ab)wakasamachi」（chi＝tJi)、沖縄語辞典に「若
狹町,wakasamaci那覇｡」（，wa←ｕａｃｉ＝tJi）とある。那覇の所属村県として『琉
球国志略』にも「若狡町」が有り、琉球訳とともに「狭」を誤字「狡」となった。羅
江方言に「黙」はｓａと読む。
－５９－
26．迭山日即日［tsiZl］←→［tsixd5i］
沖縄語辞典（150）に「辻ciizi」（Cii＝tsixzi＝d5i、５i）とある。中山伝信録に
「辻山失汁山」（失汁lsltsl）とある。「琉球訳」の「迭」は「辻」の誤字。李鼎元
使琉球記六月二十日の日記に以下のように述べている。「十」と「失」との区別がな
くて、多分「辻」は「迭」の字のあやまりなのであろう。『説文』に「迭ハ更迭ナ
リ」とある。辻山の左には波上があり、右には天久山があって、実際に更迭の意味が
ある。「失｣をあやまって「十」とし、遂に「辻」としたのである｡』（原田禺雄訳
注『使琉球記』P234から）「辻」は日本国字で、中国の「迭」と意味も語源も全く
関連ない。
27．三渡地日瓦恒日［uaxeO21］←→［uatand5i］
琉球人名地名字典に「渡地（a)watanji」（ji＝d5i）とある。角川日本地名大辞典
に「わたんじ渡地（那覇市)。…地名は、対岸の垣花への渡船場だったことにちな
む｡」とある。琉球国志略に「渡地」は那覇の属村である。
「琉球訳」にの地名は殆ど琉球国志略を参考して書き入れられた。那覇の属村の順
も同じく泉崎、若狡町、辻山、三渡地である。琉球訳に「三渡地」の「三」は外の琉
球資料も合わなく、桁字だと判断できる。又、第二対音字の「恒」は「tan」の音と
大いに違って、字形に近似の「但」ｔａｎの誤字だと推測できる。
28．久米日骨米［kumi］←→［kumi］
琉球人名地名字典に「久米（a)kumi｣、沖縄語辞典に「久米村kuniNda｣、「久米
島kumizima島尻」とある。角川日本地名大辞典に「〈め久米（那覇市）方
言ではクニンダという｡」とある。中山伝信録に「久米那覇にある｡」琉球国志略に
「久米は粂という字で土音は若念塔、一宇三音で、今は誤って久米と書く。那覇の東
にある。属村県が四つ有り：東門村、西門村、北門村、南門村｡」とある（若念搭
kunienta)。琉球課に記した音は「久米」で、「久米村」ではない。
29．天久日阿密骨［amiku］←→［amiku］
琉球人名地名字典に「天久（a)amiku｣、沖縄語辞典に「天久？amiku」（?a←a）
とある。天久は真和志十二属村県の一である。琉球国志略に「真和志は首里から五里
（2.5キロ）がある。属村県が十二有り：識名、國場、牧志、天久、松川、與儀、亀
田、安里、湊川、古波藏、仲井間、上間」とある。
30．松川日麻即喀［natsik，a］←→［matsi9a:］
琉球人名地名字典に「松川（a)matsi9El｣、沖縄語辞典に「松Illma9i9aa」（Ci＝
ｔｓｉ９ａａ＝9a:←gaua）とある。
31．大門日午甫［ufu］←→［u①u］
角川日本地名大辞典（334）に「久米大通りかつては南の起点と北の終点に門が
－６０－
あり、南門をウフジョウ（大門)、北門をニシンジョウ（西武門）といった｡」とある。
「午甫」の対音はウフジョウの前二音節（u①u）である。琉球国志略に「久米は東
門村、西門村、北門村、南門村四つの属村県が有り、南門村は大門村とも言い、また
普門地の名も有る｡」とある。
32．若識名日時及宜雅Mtciniia］←→［JitJinia］
琉球人名地名字典に「識名（a)shichina」（shi＝Ji、chi＝tJita←nia)、沖縄語辞
典に「識名sicina」（si＝Ｊｉｃｉ＝tJina←nia）とある。
「若識名」の「若」は桁字だと考えられる。北京官話に「宜」はｉと読む、ｎｉ（硬
口蓋化子音）と読むのは方言音である。
33．牧志日麻及志［mat9itlsl］←→［matJiJi］
琉球人名地名字典に「牧志（a)machishi」（chi＝tJi←kishi＝Ji)、沖縄語辞典に
「牧志macisi」（ci＝tJi←ｋｉｓｉ＝Ji）とある。
34．與儀日由日［iu21］←→［iuxd5i］
琉球人名地名字典に「與儀（a)yUji」（ji＝dSi)、沖縄語辞典に「与儀，juuzi」
（，juu＝iuxzi＝d5i、５i）とある。
35．亀田日喀密打［k，amita］←→［kamida］
琉球人名地名字典に「亀田（a)kamida」とある。角川日本地名大辞典に『真嘉比
康煕49年（1710）向姓２世朝資が「亀田地頭職」に任じられ、朝資は同年10月嘉味田
と改名している。「中山伝信録」では真嘉比村に代わって亀田が見える｡』とある。
案ずるに、上文の「中山伝信録」は実に「琉球国志略」の誤り。
36．安里日阿黙濁［aSatu］←→［asatu］
琉球人名地名字典に「安里（a)asatu｣、沖縄語辞典に「安里？asatu」とある。
羅江方言には黙がｓａと読む。
37．湊川日密那濁喀［minatuk'a］←→［minatukax］
琉球人名地名字典に「湊川（a)，Natu9a」（,Na←mana9a←gaua）とある。
38．古波藏日古及古瓦［kutCikuua］←→［kuのangua］
琉球人名地名字典に「古波藏（a)kufan9wa」（fan＝①an)、沖縄語辞典に「古波蔵
kuhwaN9wa」（hwaN＝のan）とある。
「及」は第二音節の「①an」と合わなく、「方」［fa9］の誤字だと考えられる。
39．仲井間日那喀－麻［nakaima］←→［na9aima］
琉球人名地名字典に「仲井間nakEma」（kE＝ke:←kai)、沖縄語辞典に「仲井間
nakeema」（kee←kai）とある。
40．上間日尾府［uifu］←→［uiXma］
琉球人名地名字典に「上間（a)，wima｣、沖縄語辞典に「上問，wiima」とある。
－６１
「府」ｆｕはｍａと対音が合わなく、「府」は「麻」ｍａの誤字だと考えられる。
41．南風原日懐八陣リ［xuaipala］←→［のnaipara］
琉球人名地名字典に「南風原（a)だbaru（｡)haebara」（h＝xu←①u)、沖縄語辞
典に「南風原hweebaru」（hwee＝①ueX←のuai）とある。琉球国志略に「南風原は
首里の西に五里（2.5キロ）の所にある。属村県は七つあり：宮平、津嘉山内嶺、
本部、喜屋武、神里、平川｡」とある。
42．宮平日密芽打一喀［miiataik，a］←→［miaxdaira］
琉球人名地名字典に「宮平（a)myadera（b)miyadaira｣、沖縄語辞典に「宮平
mjaadeera」（mjaa＝miaxdee←dai）とある。
「喀」ｋ，ａは「ra」と合わなく、「喀」は「煉り」ｌａの誤字でも考えられる。
43．内嶺日五今密［utCinmi］←→［utJinmi］
琉球人名地名字典に「内嶺（a)uchinmi」（ch＝tJ）とある。角川日本地名大辞典
に「内嶺村方言ではウチンミという｡」とある。
44．本部日木濁不［mutupu］←→［mutubu］
琉球人名地名字典に「本部（a)mutubu｣、沖縄語辞典にも「mutubu」とある。
45．喜屋武日講亦日及楊［t9ia9、t9iiaO］←→［tJian］
琉球人名地名字典に「害屋武（a)chan」（ch＝tJi←ki)、沖縄語辞典に「喜屋武
CaN」（c＝tJi）とある。琉球国志略に「喜屋武“腔，，のように読み、三字一音であ
る」とある（腔tCiaU)。
46．神星日辰黙濁［tS,enlsatuルー→［kanzatu］
琉球人名地名字典に「神里（a)kanzatu｣、沖縄語辞典に「神里kaNPatu」（?a＝
dza）とある。琉球訳の「星」は「里」の誤字である。ほかに、「辰」も対音ｋａＮと
合わなく、似ている「看」ｋａｎという字の誤りだと考えられる。
47．平川日許納喀［xynak'a］←→［①ira9aX］
琉球人名地名字典に「平川（a)firaka」（fi＝①i)、沖縄語辞典に「平川
hwira9aa」（hwi＝のｉ９ａａ＝gax←gaua）とある。「許」の発音ｘｙはxuiに近く、のｉ
（子音と母音の間に合口のＷが有る）と合える。納、ａとｒａの対音も羅江方言の原
因だと考えられる。
48．東風平日古金答［kutCinta］←→［kutJinda］
琉球人名地名字典に「東風平（a)kuchinda｣、沖縄語辞典に「東風平kucinda」
（cin＝tJin）とある。琉球国志略に「東風平首里の南二十五里（12.5キロ)、山南
省の範囲にある。属有する村と県は九つ：東風平、富盛、志多伯、世名城、友寄、高
良、山川（首里のある地名と同名)、宜壽次、當銘｡」とある。
49．富盛日凋不一［tupui］←→［tumui］
－６２－
琉球人名地名字典に「富盛（a)tumui｣、沖縄語辞典に「富盛tumUi」とある。琉
球訳に「m」を「P」と読み、不は木の誤字だと思われる。
50．志多伯日什打發古Mtafaku］←→［Jita①aku］
琉球人名地名字典に「志多伯（a)shitafaku」（shi＝Ji)、沖縄語辞典に「志多伯
sitahwaku）（si＝Jihwa＝①a）とある。
51.世名城日欲那骨昔骨［ynakusiku］←→［iuna9usiku］
琉球人名地名字典に「世名城iuna9ushiku｣、沖縄語辞典に「世名城
，juna9u§iku」（，ju＝ｉｕ§i＝i）とある。
52．友寄日濁木息［tumusi］←→［tumusi］
琉球人名地名字典に「友寄（a)tumusi｣、沖縄語辞典に「友寄tumusi」（si＝Ji）
とある。
53．高良日答喀納［tak'ana］←→［takara］
琉球人名地名字典に「高良（ab)takara｣、沖縄語辞典に「高良takara」とある。
「納、a」は方言音。
54．宜壽久日日息息［zll9i9i］←→［5i7Ji］
琉球人名地名字典に「宜壽次（a)jisshi」（jisshi＝5iﾌJi)、沖縄語辞典に「宜壽次
ziQsi」（ziQsi＝5i7Ji）とある。琉球訳の宜壽久は宜壽次で、「久」は「次」の誤字で
ある。琉球国志略も「宜壽次」とした。対音字の「日息息」は「日息」とすべき、も
う一つの「息」は桁字だと考えられる。
55．當銘日綴密［tomi］←→［toxmi］
琉球人名地名字典に「當銘（a)tOmi｣、沖縄語辞典に「当銘toomi」（CO＝ox）と
ある。
56．西原日宜什八納［niSlpana］←→［niJibara］
琉球人名地名字典に「西原（ab)nishibaru」（shi＝Ji)、沖縄語辞典に「西原
nisibaru（si＝Ji）島尻一大里間切中頭一浦添間切中頭一美里間切中頭一与
那城問切宮古一平良間切｡｣、「西原間切nisibaru中頭」とある。角川日本地名
大辞典によると、同じ西原は方言で大里間切、浦添問切、美里問切の「西原」は「ニ
シバル」と読み、平良間切の西原は「ニスムラ」と読み、与那城間切と西原間切の
「西原」は「ニシハラ」と読む。間切の名として嘉靖15年（1536）の辞令書にも「に
しはらまきり」と書った。だから、対音最後の音節は琉球訳のように「na」（ｒａの羅
江方言対音）と読むべき、「ra」ではない。
琉球国志略に「西原」は中山省のうち十四間切の－で、西原は「首里から七里
（3.5キロ）の東にあり、属有する村と県は十六有り：幸地、小橋川、安室、桃原
（首里のある地名と同名)、我謝、翁長、平郎、小那覇、棚原、末吉（首里のある地
－６３－
名と同名)、石嶺、嘉手刈、小波津、與那城（與那府と同名)、内間、呉屋｡」とある。
この記録は王府時代間切中の村設置は基本的に一致する。
57．幸地日割及［ketCi］←→［koxtJi）
琉球人名地名字典に「幸地（ab)kOchi」（chi＝tJi)、沖縄語辞典に「幸地kooci」
（koo＝koxci＝tJi）とある。
58．小橋川日古發甲［kufa(？)tyia］←→［kuのaJitJia］
琉球人名地名字典に「小橋川（a)kufashicha」（fa＝のａｓｈi＝Jicha＝tJia)、沖
縄語辞典に「小橋l11kuhwasica」（hwa＝のａｓi＝Ｊｉｃａ＝tJia）とある。
琉球訳には第三音節の「Ji」に対音字がない。
59．安室日阿木禄［amulu］←→［amuru］
琉球人名地名字典に「安室（a)amuru｣、沖縄語辞典に「安室？amuru」（?a←a）
とある。
60．我謝日喀佳［katCia］←→［gaxd5ia］
琉球人名地名字典に「我謝（a)gaja」０a＝d5ia)、沖縄語辞典に「我謝９aaza」
（gaa＝9a：ｚａ＝d5ia）とある。
61．翁長日午那喀［unak，a］←→［una9a］
琉球人名地名字典に「翁長wuna9a」（wu＝u)、沖縄語辞典に「翁長，una9a」と
ある。
62．平郎日徳納［tena］←→［te:ra］
琉球人名地名字典に「平良（a)tera｣、沖縄語辞典に「平良teera」（tee＝teX）と
ある。納は方言音である。
琉球国志略と琉球訳にともに「良」を「郎」として、誤字である。
63．棚原日打那八禄［tanapalu］←→［tanabaru］
琉球人名地名字典に「棚原（ab)tanabaru｣、沖縄語辞典に「柵原tanabaru」と
ある。
64.石嶺日一審密［iIsenmi］←→［iJinmi］
沖縄語辞典に「石嶺７isiNmi」（siN＝Jin）とある。角川日本地名大辞典に「石嶺
方言ではイシンミという｡」とある。
65．嘉手刈日喀的喀禄［k'atikalu］←→［kadikaru］
琉球人名地名字典に「嘉手苅（a)kadikaru｣、沖縄語辞典に「嘉手苅kadikaru」
とある。
琉球国志略と琉球訳の「刈」は「苅」と書くはずである。
66．小波津日骨發即［kufatsi］←→［ku①atsi］
琉球人名地名字典に「小波津（a)kufatsi」（fa＝①a)、沖縄語辞典に「小波津
－６４－
kuhwaCi」（hwa＝のａＣｉ＝tsi）とある。
67．内間日午及麻［utCima］←→［utJima］
琉球人名地名字典に「内間（ab)uchima」（chi＝tJi)、沖縄語辞典に「内間
７ucima」（ci＝tJi）とある。
68．呉屋日骨雅［kuia］←→［guia］
琉球人名地名字典に「呉屋（a)guya」（ya＝ia)、沖縄語辞典に「呉屋９uja」０ａ
＝ia）とある。
69．浦添日武納昔［una9i］←→［uraJix］
琉球人名地名字典に「浦添（a)urasi｣、沖縄語辞典に「浦添７urasii」（sii＝Ji:）
とある。納は方言音である。
琉球国志略に「浦添首里から三十里（15キロ）の東にある。属村県は十一有り：
浦添、伊祖、牧港、安波茶、澤岻、屋冨祖、西原（西原間切と同名)、内間（西原の
ある地名と同名)、勢理客、前田｡」とあるｄ
70．牧港日麿及享度［matCinatu］←→［matJinatu］
琉球人名地名字典に「牧湊（a)machinatu」（chi＝tJi)、沖縄語辞典に「牧港
macinatu」（ci＝tJi）とある。
71．澤眠日打骨什［takuSl］←→［takuJi］
琉球人名地名字典に「澤岻（ab)takushi」（shi＝Ｊｉ)、沖縄語辞典に「沢岻
takusi」（si＝Ji）とある。
琉球訳の「眠」は誤字である。琉球人名地名字典と角川日本地名大辞典は「岻」と
する。琉球国志略は沖縄語辞典と同じ“岻”である。
72．屋富柤日雅甫［iafu(?)］←→［ia①usu］
琉球人名地名字典に「屋冨祖yafusu｣、沖縄語辞典に「屋富柤，jahusu」（ja＝ｉａ
ｈｕ＝のu）とある。
琉球訳は第三音節の「su」に対音しなかった。
73．勢理客日日甲骨［ZltCiaku］←→［d3itJiaku］
琉球人名地名字典に「勢理客（a)jitchaku」０it＝d5i7cha＝tJia)、沖縄語辞典に
「勢理客ziQcaku」（ziQ＝d5i7ca＝tJia）とある。
74．前田日塁打［meta］←→［mexda］
琉球人名地名字典に「前田（a)mEda｣、沖縄語辞典に「前田meeda」（ee＝ex←
ａｅ）とある。
「墨」は北京話に「ｍｏ」と読むのと違って、四川方言は「ｍｅ」と読む。
75．宜野湾日奴弩［(?)nuuan］←→［d5inouan］
琉球人名地名字典に「宜野湾（a)jinOn」（ji＝d5inOn＝noxn)、沖縄語辞典に
－６５－
「宜野湾zinooN」（zi＝d5inooN＝noxn←nouan）とある。
琉球訳には「宜d5i」の対音字がない。
琉球国志略に「宜野湾首里から三十里（15キロ）の東にある。属有する村県は十
二有り：宜野湾、謝名、普天間、新城、具志川（宜志川間切と同名)、城田、嘉敷、
安仁屋、伊佐、喜友名、野嵩、我如古｡」とある。
76．謝名日日雅那［zliana］←→［d5iana］
琉球人名地名字典に「謝名（ab)jana」（ja＝d5ia)、沖縄語辞典に「謝名zanaJ
（za＝d5ia）とある。
77．普天間日福的麻［futima］←→［のutima］
琉球人名地名字典に「普天間（a)futima｣、沖縄語辞典に「普天間hutima」（ｈｕ
＝のu）とある。
78．具志川日骨什中［kuSltSiu9］←→［guJitJiaX］
琉球人名地名字典に「具志川９ushichEl」（shi＝JichEl＝tJiaX)、沖縄語辞典に
「具志川９usicaa」（si＝Jicaa＝tJiax）とある。
琉球訳の対音字「中」は対音と合わなく、字形近似の「甲」（t9ia）の誤字だと推
定する。
79．嘉数日喀喀即（k'ak，atci］←→［kakad5i］
琉球人名地名字典に「嘉数（a)kakazi｣、沖縄語辞典に「嘉数kakazi」（zi＝d5i）
とある。
80．安仁屋日安宜雅［anniia］←→［annia］
琉球人名地名字典に「安仁屋（b)aniya｣、沖縄語辞典に「安仁屋７aNna」（7ａＮ
＝ａｎｎａ←nia）とある。
81．伊佐日一黙［ilSa］←→［isa］
琉球人名地名字典に「伊佐（ab)isa｣、沖縄語辞典も「伊佐７isa」とある。羅江
方言に黙はｓａと読む。
82．喜友名日及容那［t9iiuUna］←→［tJiunna］
琉球人名地名字典に「喜友名（a)chunna」（chu､＝tJiun｣、沖縄語辞典に「喜友名
cuNnaa」（Cu､＝tJiunnaa＝nax）とある。
83．野嵩日奴打及［nutaki］←→［nudaki］
琉球人名地名字典に「野嵩（a)nudaki｣、沖縄語辞典に「野嵩nudaki」とある。
84．熱田日阿答［ata］←→［a?ta］
琉球人名地名字典に「熱田（ab)atta」（atta＝a,ta)、沖縄語辞典に「熱田７aQta」
（７aQta＝a?ta）とある。
熱田は中城間切のうち。琉球国志略に「中城首里から四十里（二十キロ）の東に
－６６－
ある。属村と県は十九有り：中城、姑場、熱田、當間、島袋、輿間、和宇慶、屋宜、
津霞、安谷屋、伊集、渡口、喜舎場、添石、瑞慶覧、新垣、安里（真和志間切にある
地名と同名)、中順、比嘉｡」とある。
85．島袋日石麻不骨［Slmapuku］←→［Jimabuku］
琉球人名地名字典に「島袋（ab)shimabuku」（shi＝Ji)、沖縄語辞典に「島袋
simabuku」（si＝Ji）とある。
86．奥間日午即麻［utima］←→［ukuma］
琉球人名地名字典に「奥間（a)ukuma｣、沖縄語辞典に「奥間，ukuma」とある。
第二音節対音字「即」は「ku」に合わない。琉球国志略に「奥」は「輿」に誤っ
ている。
87．和字慶日我及［uoki］←→［uoXki］
琉球人名地名字典に「和字塵（a)wOki」（wO＝uox）、沖縄語辞典に「和宇慶
，ooki」（oo＝ox）とある。
88．津覇日即話［tsixua］←→［tsiのa］
琉球人名地名字典に「津覇（a)tsifa」（fa＝①a)、沖縄語辞典に「津覇Cihwa」
（CFtsihwa＝①a）とある。
琉球国志略に「覇」を「露」と書く。
89．安谷屋日阿打里雅［ataliia］←→［adaniia］
琉球人名地名字典に「安谷屋（ab)adaniya」（ya＝ia)、沖縄語辞典に「安谷屋
７adaNna」とある。
「里ｌｉ」は、iと対音、羅江方言の発音である。
90．渡口日都骨及［tukutCi］←→［tu9utJi］
琉球人名地名字典に「渡口（a)tu9uchi」（chi＝tJi)、沖縄語辞典に「渡口
tu9uci」（ci＝tJi）とある。
91．瑞慶覧日即及蘭［tsikilan］←→［dzikiran］
琉球人名地名字典に「瑞慶覧zikiran｣、沖縄語辞典に「瑞慶覧zikiraN」（?i＝
dzi）とある。
92.砂邊日昔那必［sinapi］←→［sinabi］
琉球人名地名字典に「砂辺（a)sinabi｣、沖縄語辞典に「砂辺§inabi」（§i＝si）
とある。
93．新垣日阿煉り喀及［alakatci］←→［arakatJi）
琉球人名地名字典に「新垣（a)arakachi」（chi＝tJi)、沖縄語辞典に「新垣
７arakaci」（ci＝tJi）とある。
94．安里日阿黙讃［alsatu］←→［asatu］
－６７－
琉球人名地名字典に「安里（a)asatu｣、沖縄語辞典に「安里？asatu」とある。
９５．中順日諸日翁［tSu211u9］←→［tJiund5iun］
琉球人名地名字典に「仲順（ab)chunjun」（chu､＝tJiunjun＝d5iun)、沖縄語辞
典に「仲順cuNzuN」（cuN＝tJiun、zuN＝d5iun）とある。
琉球国志略と琉球訳は「仲」を「中」と書く。
９６．比嘉虚日及牙［xytCiia］←→［のid5ia］
琉球人名地名字典に「比嘉（a)fija｣、沖縄語辞典に「比嘉hwiza」（hwi＝のｉ
ｚａ＝d5ia）とある。琉球国志略にも「比嘉」とある。
琉球訳に「及牙」は「比嘉」の音に合わなく、そのうえ、地名の「虚」も不可解。
その「虚日及牙」は「日虚及牙」の誤りとすれば、「虚及牙」は「比嘉」の発音と合
う。
９７．北谷日甲當［tciataD］←→［tJiatan］
琉球人名地名字典に「北谷（ab)chatan」（cha＝tJia)、沖縄語辞典に「北谷
catan」（Ca＝tJia）とある。
北谷は中山のうちの間切である。琉球国志略に「北谷比渓とも言う。首里から四
十里（二十キロ）の北にある。稲田の多い間切である。属村と県は十二あり：北谷、
濱川、砂邊、野国、野里、玉代勢、屋良、桑江、嘉手納、平安山、伊攪、前城｡」と
ある。
９８．濱川日話麻喀［xuamak'a］←→［xama9ax］
琉球人名地名字典に「濱川（a)hama9a」（ｈａ＝ｘａ)、沖縄語辞典に「浜Ill
hama9aa」（ha＝xaNaa＝9a:←gaua）とある。
９９．野国日奴骨直［nukutlSl］←→［nu9uni］
琉球人名地名字典に「野国（a)nu9un（b)no9uni｣、沖縄語辞典に「野国
nu9uN」（N←ni）とある。
琉球訳の「直」は発音、iに合わなく、字形近似の「宜」の誤字だと考えられる。
100．玉帯勢日達麻一昔［tamai9i］←→［tamaiJi］
沖縄語辞典に「玉代勢tameesi」（mee←maisi＝Ji）とある。角川日本地名大辞
典に「玉代勢方言ではタメーシという｡」とある。
地名の第二字は琉球国志略にも「代」と書き、琉球訳の「帯」は誤字である。
101．屋良日雅陳リ［iala］←→［iara］
琉球人名地名字典に「屋良yara｣、沖縄語辞典に「屋良，jara」とある。
102．桑江日諮一［xuoi］←→［kmae］
琉球人名地名字典に「桑江（b)kuwae」（ku:ae)、沖縄語辞典に「桑江kwee」と
ある。
－６８－
103．嘉手納日喀的那［k'atina］←→［kadina:］
琉球人名地名字典に「嘉手納（a)kadina｣、沖縄語辞典に「嘉手納kadinaa」
（naa＝nax）とある。
104．平安名日虚安那［xyanna］←→［xianna］
琉球人名地名字典に「平安名（b)hyanna」（hy＝xi)、沖縄語辞典に「平安名
hiaNna」（hjaN＝xian）とある。
琉球国志略に「平安名」は「平安山」と書く。
105．高志保日打喀石不［takaSlpu］←→［takaJi?pu］
琉球人名地名字典に「高志保（a)takashippu」（Ship＝Ji?)、沖縄語辞典に「高志
保takasiQpu」（siQ＝Ji?）とある。
高志保は読谷山の属村である。琉球国志略に「讃谷山、首里から六十里（三十キ
ロ）の東にある。属村と県は十六有り：讃谷山（座喜味とも言う）、高志保、喜名、
宜間、渡具知、大湾、伊良皆、渡慶次、波平、長濱、瀬名鰯、根波｡」とある。
106．伊良皆日一藺密牙［ilanmiia］←→［iranmia］
琉球人名地名字典に「伊良皆（a)iranmya｣、沖縄語辞典に「伊良皆？iraNmja」
（mja＝mia）とある。
107．波平日含日阿［xanZla］←→［xand3ia］
琉球人名地名字典に「波平（ab)hanja」（ha＝ｘａｊａ＝d5ia)、沖縄語辞典に「波平
haNza」（haN＝xanza＝d5ia）とある。
108．長濱日那喀發馬［nakafama］←→［na9a①ama）
琉球人名地名字典に「長濱（ab)na9ahama」（(ha＝xa←のa)、沖縄語辞典に「長
浜na9ahama」（ha←のa）とある。
109．瀬名填日什掌發Mnafa］←→［Jinaのa］
琉球人名地名字典に「瀬名波sinafa｣、沖縄語辞典に「瀬名波sinahwa」（§i＝si、
Ｊｉｈｗａ＝のa）とある。
琉球訳の「填」は琉球国志略の「鴎」の簡体字。
110．根波日休發［nifa］←→［､i①a］
琉球人名地名字典に「根波（a)nifa」（fa＝のa）とある。
111．勝連日喀即隣［k，atsilien］←→［katsiren］
琉球人名地名字典に「勝連（b)katsuren｣、沖縄語辞典に「勝連間切kaQcin」
（kaQciN＝ka?tJin←katsirin←katsuren）とある。
琉球国志略に「勝連首里から六十里（三十キロ）の東北にある。属村と県は+有
り：勝連、神谷、比嘉（中城のある地名と同名)、平敷屋、平安名、内間（浦添のあ
る地名と同名)、新垣（中城のある地名と同名)、亀島、濱村、南原｡」とある。
－６９－
112．神谷日喀米牙［k，amiia］←→［kamiia］
琉球人名地名字典に「神谷（ab)kamiya｣、沖縄語辞典に「神谷kamja」（mja＝
mia）とある。
113．池宮城日一直密雅骨昔骨［itlslmiiakusiku］←→［itJimiax9usiku］
琉球人名地名字典に「池宮城（a)ichmya9usiku」（h＝tJmya＝miax）とある。
池宮城は與那城間切の村である。琉球国志略に「與那城首里から五十里（二十五
キロ）の東北にある。属村と県は六あり：仲田、平安座、安勢里、上原、池宮城、伊
計｡」とある。
114．越來日骨一骨［kuiku］←→［guixku］
琉球人名地名字典に「越來（a)gwiku｣、沖縄語辞典に「越來９wiiku」（wii＝
uix）とある。
琉球国志略に「越來、首里から五十里（二十五キロ）の北にある。属村県が十有
り：越來、照屋、安慶田、湖屋、上地、諸見里、山内、宇慶田、大古廻、中宗根｡」
とある。
115．照屋日的陳ｌ［tila］←→［tiXra］
琉球人名地名字典に「照屋（a)tira｣、沖縄語辞典に「照屋tiira」（ii＝ix）とあ
る。
116．平敷屋日許什甲［xySlt9ia］←→［のiJitJia］
琉球人名地名字典に「平識屋（a)fishicha」（shi＝Jicha＝tJia)、沖縄語辞典に
「平敷屋hwisica」（hwi＝のｉｓi＝Ｊｉｃａ＝tJia）とある。
117．諸見里日木六密雑讃［muliumitsatu］←→［murumidzatu］
琉球人名地名字典に「諸見里（a)murunzatu（b)moromizato｣、沖縄語辞典に
「諸見里muruN9atu」（N←ｍｉｚａ＝dza）とある。
118.大古週日得古刹古［tekuSaku］←→［dekudzaku］
琉球人名地名字典に「大工廻（a)dekuzaku｣、沖縄語辞典に「大工廻dakuPaku」
（?a＝dza)、角川日本地名大辞典に「大工廻方言ではダクザクという｡」とある。
琉球訳の対音は第一音節が「｡a」と発音ではなく、「de」と読むべきである。
琉球訳の「大古廻」は「古」が同音による誤字、「Ⅲ」は近形による誤字。琉球国
志略には「大古廻」と書き、「古」も誤字。刹は北京ではSa、羅江ではｓａと読む。
119．中宗根日那喀竹休茶［nak，atSunitS'a］←→［nakadzuni］
琉球人名地名字典に「仲宗根（a)nakazuni｣、沖縄語辞典に「仲宗根naka?uni」
（Pu＝dzu）とある。
琉球訳の「中」は「仲」の誤字、対音字「茶」は桁字である。
120．美里日密熟讃［miSatu］←→［misatu］
－７０－
琉球人名地名字典に「美里（a)，Nzatu（b)mizato」（Ｎ＝ｍｉ)、沖縄語辞典に「美
里間切，NPatu」（，N←ｍｉｚａ＝dza）とある。
琉球国志略に「美里首里から六十里（三十キロ）の北にある。属村県は十八有り
：嵩原、高原、恩納（北山の恩納と区別するため、東恩納とも言う)、石川、古謝、
伊波、野原、松本、田里、楚南、比屋根、與儀（真和志間切のある地名と同じ)、宮
里、知花、池原、嘉手苅、登山、山城｡」とある。
121．嵩原日打及八禄［tatCipalu］←→［tatJibaru］
琉球人名地名字典に「嵩原（a)tachibaru」（chi＝tJi）とある。
122．松本日麻即木讃［matsimutu］←→［matsimutu］
琉球人名地名字典に「松本（a)matsimutu｣、沖縄語辞典に「松本maCimutu」
にi＝tsi）とある。
123．比屋根日許牙猿［xyiakun］←→［xiaX9un］
琉球人名地名字典に「比屋根（a)hya9un」（hya＝xia:）、沖縄語辞典に「比屋根
hjaa9uN」（hjaa＝xia:）とある。
124．上江洲日午一即［uitCi］←→［uixd5i］
琉球人名地名字典に「上江洲（a)，wtzi」（uixd3i)、沖縄語辞典に「上江枡l
7wiizi」（ui:d5i)、角川日本地名大辞典に「上江洲方言ではウィージという｡」とあ
る。
上江洲は具志111間切の属村である。琉球国志略に「具志川首里から六十里（三十
キロ）の東にある。属村県は十五有り：安里（真和志にある地名と同じ)、上江洲、
宇堅、祝嶺、中嶺、天願、高江洲、田場、田崎、安慶名、江洲、大田、榮野比、川崎、
兼嘉段｡」とある。
125．祝嶺日叔公米［lSukuOmi］←→［Jiukunmi］
琉球人名地名字典に「祝嶺（a)shukunmi」（shu＝Jiu）とある。
126．榮野比日一奴必［inupi］←→［inubi］
琉球人名地名字典に「栄野比（a)yinubi｣、沖縄語辞典に「栄野比７inuhwi」
（hwi＝①i←bi）とある。
127．兼嘉段日喀休喀旦［k，anikatan］←→［kanikadan］
琉球人名地名字典に「兼嘉段（a）kanikadan｣、沖縄語辞典に「兼箇段
kanikadaN」とある。
128．湧稲國日瓦及那古一［uat9inakui］←→［uatJina9uni］
琉球人名地名字典に「湧稲国（a)wachina9un（b)wakiinakuni」（chi＝tJxkun
←kuni)、沖縄語辞典に「湧稲国，wacina9ui」（ci＝tJi9ui←kuni）とある。
湧稲国は大里間切の属村である。琉球国志略に「大里首里から二十里（十キロ）
－７１
の南にある。属村県は十七有り：與那原、與古田、湧稲国、板良敷、仲程、與那覇、
稲福、上與那原、大城、宮城、古堅、目取真、島袋（中城にある地名と同じ)、南風
原（南風原間切と同名)、高宮城、真境名、當真｡」とある。
129．板良敷日一打煉り子及［italatsltCi］←→［itarad5itJi］
琉球人名地名字典に「板良敷（a)icharajichi（b)itarashiki」（cha←ta、ｊｉ＝d5i
chi＝tルーki)、沖縄語辞典に「板良敷？icarazici」（Ca＝tJia←ｔａｚｉ＝d5ici＝tJi）
とある。
130．仲程日那喀甫讃［nakafutu］←→［taka①udu］
琉球人名地名字典に「仲程（a)nakafudu」（fu＝①u)、沖縄語辞典に「仲程
nakahudu」（hu＝のu）とある。
131．稲福日一那佛骨［inafuku］←→［inaのuku］
琉球人名地名字典に「稲福（ab)inafuka」（fu＝①u)、沖縄語辞典に「稲福
７inahuku」（hu＝のu）とある。
132．古堅日甫禄金［fulukin］←→［のuru9in］
琉球人名地名字典に「古堅（a)furu9in」（fu＝のu)、沖縄語辞典に「古堅
huru9iN」（hu＝のu）とある。
133．目取真日眉度禄麻［meituluma］←→［miduruma］
琉球人名地名字典に「目取真（a)miduruma｣、沖縄語辞典に「目取真
miduruma」とある。
134．中村渠日那感打喀攪［nakantakali］←→［nakandakari］
琉球人名地名字典に「中村渠（a)nakandakari｣、沖縄語辞典に「仲村渠
nakaNdakari」とある。
中村渠は玉城間切の属村である。琉球国志略に「玉城首里から四十里（二十キ
ロ）の南にある。属村県が十一有り：玉城、中村渠、富里、絲数、垣花、富名腰、前
川、當山、和名、奥武、志堅原｡」とある。
135．高官日打喀密牙［tak,amiia］←→［takamiiaX］
琉球人名地名字典に「高宮（a)takamya｣、沖縄語辞典に「高宮takamjaa」（mjaa
＝miax）とある。
，琉球訳に「宮」は「官」に誤った。
136．真境名日麻黙及那［malsakina］←→［madzakina］
琉球人名地名字典に「真境名（a)majikina（bd)mazakena」（za＝dzaki←ke)、
沖縄語辞典に「真境名mazikina」とある。
137．當真日綴麻［tuoma］←→［toXma］
琉球人名地名字典に「當間（ab)tOma｣、「當真（ab)tOma｣、沖縄語辞典に「当間
－７２－
tooma」（CO＝ox）とある。角川日本地名大辞典にも「当間方言でもトウマという｡」
とある。
以上高宮、真境名、当間三村は大里間切のうち。
138．絲数日以凋喀即［itukatsi］←→［itukadzi］
琉球人名地名字典に「糸数（a)ichukazi」（chu←tu←to)、沖縄語辞典に「糸数
？icukaPi」（Cu＝tJiu←ｔｕｚｉ＝dzi）とある。
139．垣花日喀及奴化那［k'at9inuxuana］←→［katJinuxana］
琉球人名地名字典に「垣花（a)kachinuhana」（chi＝tJiha＝xa)、沖縄語辞典に
「垣花kacinuhana」（ci＝tJiha＝xa）とある。
140．富名腰日甫那骨什［funakuSl1←→［①unakuJi］
琉球人名地名字典に「富名腰（a)funakushi」（fu＝のu、shi＝Ji)、沖縄語辞典に
「富名腰（舟越とも書く）hunakusi」（hu＝のｕｓi＝Ji）とある。
以上の糸数、垣花、富名腰は玉城間切の村である。
141．豊見城日請密骨昔骨［tumikusiku］←→［tumi9usiku］
琉球人名地名字典に「豊見城（a)timi9usiku（b)tomi9usuku」（to→ｔｕｓｉ←su)、
沖縄語辞典に「豊見城timi9u§iku」（§i＝si）とある。
琉球国志略に「豊見城首里から四十里（二十キロ）の南にある。属村県が十七有
り：豊見城、饒波、長堂、翁長（西原のある地名と同じ)、真玉橋、盛島、奥平、高
嶺、儀保（首里のある地名と同じ、宜保とも言う｡)、我那覇、渡嘉敷、高安、伊良波、
名嘉地、田頭、保榮茂、嘉数（宜野湾のある地名と同じ)｡」とある。
142．饒波日牛發［niufa］←→［niuのa］
琉球人名地名字典に「饒波（a)nUfa（b)nyoha」（nio→niu、ｆａ＝①a)、沖縄語辞
典に「饒波nuhwa（nuuhwa、nihwaともいう)」とある。
143．真玉橋日麻當八什［mataUpaSl］←→madanbaJi］
琉球人名地名字典に「真玉橋（ab)madanbashi」（shi＝Ji)、沖縄語辞典に「真玉
橋madaNbasi」（si＝Ji）とある。
144．盛島日木力什麻［muliSlma］←→［muriJima］
琉球人名地名字典に「盛島murishima」（shi＝Ji）とある。
145．奥平日午骨石'！』Ｍ［ukulslla］←→［ukuJira］
琉球人名地名字典に「奥平（a)ukudera（c)okuhira」（o→ｕｈｉ＝xi→（口蓋化）
Ｊｉ）とある。
146．伊良波日一陣l發［ilafa］←→［iraのa］
琉球人名地名字典に「伊良波（a)irafa」（fa＝のa)、沖縄語辞典に「伊良波
？irahwa」（hwa＝のa）とある。
－７３－
147.名嘉地日那喀及［nak,atci］←→［nakatJi］
琉球人名地名字典に「名嘉地（ab)nakachi」（chi＝tJi）とある。
148．田頭日答喀米［takami］←→［tagami］
琉球人名地名字典に「田頭（a)ta9anmi（b)ta9ami｣、沖縄語辞典に「田頭
ta9aNmi」（gaNmi←9ami）とある。
149．保榮茂日兵［pi9］←→［bin］
琉球人名地名字典に「保栄茂（a)bin｣、沖縄語辞典に「保栄茂biN」とある。
150．小禄日午禄骨［uluku］←→［uruku］
琉球人名地名字典に「小禄（a)uruku｣、沖縄語辞典に「小禄７uruku」とある。
琉球国志略に「小禄間切、首里から二十里（十キロ）の南にある。属村県は十一有
り：小禄、上原、當間（中城間切のある地名と同じ)、革宮城、大嶺、儀間、湖城、
具志、多加良、安次嶺、赤嶺｡」とある。
151.隻牛宮日骨什密牙［kuS1miia］←→［9nJimiiax］
琉球人名地名字典に「革宮（b)gushimya｣、沖縄語辞典に「筆宮城gusimjaa9u§iku」
（si＝Jimjaa＝miaX9i＝si）とある。
琉球国志略に「華宮城、土音で革が五十（usl)、宮が誠（pi)、城が五十姑（usl
ku）と読み、三つの文字は六音節である｡」とある。琉球訳は「革」を「隻牛」とい
う二文字に書き、「双」の部扮を繁体字にした。
152。多加良日答喀煉り［tak,ara］←→［takara］
琉球人名地名字典に「多嘉良（ab)takara｣、沖縄語辞典に「多賀良takara」と
ある。資料によって、第二字は「加、嘉、賀」と書く。角川日本地名大辞典によると、
「高究帳」に豊見城間切多加良村と見え、「由來記」では小禄間切高良村と見え、康
煕43年首里の翁姓６世盛武が多嘉良地頭職に任じられ、昭和26年～現在の字名は高良。
153．武富日答度奴［ta(？)tunu］←→［takidun(u)］
琉球人名地名字典に「武富（a)dakidun（b)taketomi｣、沖縄語辞典に「武冨
dakiduN」とある。
武冨は兼城間切の村である。琉球国志略に「兼城間切、金城とも言い、首里から三
十里（十五キロ）の南西にある。属村県は＋有り：兼城、座波、照屋（越來問切のあ
る地名と同じ)、嘉数（宜野湾間切、豊見城間切のある地名と同じ)、波平、武冨、安
波根、絲満、湖平、志茂田｡」とある。
154．絲満日以濁蟹［ituman］←→［ituman］
琉球人名地名字典に「糸満（a)ichuman（b)itoman｣、沖縄語辞典に「糸満
７icumaN」（Cu＝tJiu←tu）とある。
155．志茂田日十木達［Slmuta］←→［Jimutax］
－７４－
琉球人名地名字典に「志茂田（a)shimunta」（shi＝Jimunta←mutaX）とある。
156．屋比久日牙必骨［iapiku］←→［iabiku］
琉球人名地名字典に「屋比久（ab)iabiku｣、沖縄語辞典に「屋比久，jabiku」と
ある。
屋比久は佐敷問切の村である。琉球国志略に「佐敷は佐鋪とも言い、首里から二十
里（十キロ）の南にある。属村県は八つ有り：佐敷、新里、屋比久、手登根、外間、
津波古、與那嶺、小谷｡」とある。
157．手登根日的譲渡［titukun］←→［tidukun］
琉球人名地名字典に「手登根（a)tidikun（b)tedokon」（do→du)、沖縄語辞典に
「手登根tidikuN」とある。
158．津波古日即話奴骨［tsixuanuku］←→［tsi①anuku］
沖縄語辞典に「津波古cihwanuku」（Ci＝tsihwa＝①a）とある。
159．小谷日茶且［tsatan］←→［tJiatan］
琉球人名地名字典に「小谷（a)ukuku」「北谷（ab)chatan」（cha＝tJia)、沖縄語
辞典に「小谷７ukuku｣、「北谷cataN」（Ca＝tJia）とある。
角川日本地名大辞典に「小谷村王府時代～明治41年の村名。島尻方、はじめ島添
大里間切、のち佐敷間切のうち｡」「北谷町現在の嘉手納町、北谷町に当たり、かつ
ての北谷問切のこと｡」とある。琉球課には「小谷」の地名に間違えて「北谷」の発
音を記入した。
160．敷名日十及那［slt9ina］←→［JitJina］
琉球人名地名字典に「敷名（a)shichina」（shi＝Jichi＝tJi）とある。
敷名は知念間切の村である。琉球国志略に「知念間切首里から三十里（十五キ
ロ）の南にある。属村県は十有り：知念、敷名、久手堅、山口、鉢嶺、久高、外間
（佐敷間切のある地名と同じ)、知名、安座真、下敷屋｡」とある。
161.鉢嶺日發及密［fat9imi］←→［のatJimi］
琉球人名地名字典に「鉢嶺（a)hachinmi｣、沖縄語辞典に「鉢嶺haciNmi」（ha＝
ｘａ←のaciNmi＝tJinmi←tJimi）とある。
162．具志頭日骨什及養［kulslt9iiaO］←→［9uJitJian］
琉球人名地名字典に「具志頭（ab)9ushichan」（shi＝Jichan-tJian)、沖縄語辞
典に「具志頭９usicaN」（CaN＝tJian）とある。
琉球国志略に「具志頭間切、首里から三十里（十五キロ）の南にある。属村県が六
つ有り：具志頭、波名城、中座、喜納、新城（宜野湾間切のある地名と同じ)、與座
（高嶺間切のある地名と同じ)｡」とある。
163．波名日話那［xuana］←→［xana］
－７５－
琉球人名地名字典に「玻名（a)hana｣、沖縄語辞典に「玻名hana」（ha＝xa）と
ある。
地名用字について、琉球国志略と琉球訳は「玻」と書かなく、「波」としていた。
角川日本地名大辞典も「玻名」とする。
164．麻文仁日麻不一［mapui］←→［mabui］
琉球人名地名字典に「摩文仁（a)mabui｣、沖縄語辞典に「摩文仁mabui｣。琉球
国志略に「麻文仁間切（麻は摩とも書く｡)、首里から三十里（十五キロ）の南にある。
属村県は五つ有り：麻文仁、米次、石原、松嶺、小渡｡」とある。
165．米次日古密昔［kumisi］←→［kumisi］
琉球人名地名字典に「米須（a)kumisi｣、沖縄語辞典に「米須kumi9i」（§i＝si）
とある。
琉球国志略と琉球訳は「須」を「次」に誤った。
166．真榮平日麻一打一陣ｌ［maitaila］←→［maitaira］
琉球人名地名字典に「真栄平（b)maedaira｣、沖縄語辞典に「真栄平meedeera」
（ee←ai）とある。
真栄平は真壁間切の村である。琉球国志略に「真壁、首里から四十里（二十キロ）
の南にある。属村県が七つ有り：真壁、田島、真榮平、絲洲、宇榮城、古波藏（真和
志間切のある地名と同じ)、新垣（中城間切、勝連問切のある地名と同じ)、名城｡」
とある。
167．東邊名日即喀許掌［tsikaxyna］←→［tsika①ina］
琉球人名地名字典に「東辺名（a)tsikafina)、沖縄語辞典に「東辺名cikahwina」
（9i＝tsihwi＝のi）とある。
東辺名は喜屋武間切の村である。琉球国志略に「喜屋武間切は首里から四十里（二
十キロ）の南に、国の一番南の沿海地にある。属村県が五つ有り：喜屋武（南風原間
切のある地名と同じ)、上里、福地、山城（美里間切のある地名と同じ)、東邊名｡」
とある。
168．宜野座日日奴雑［Zlnutsa］←→［d5inudza］
琉球人名地名字典に「宜野座（a)jinuza｣、沖縄語辞典に「宜野坐zinu?a」（zi＝
ｄ５ｉ？a＝dza）とある。宜野座は金武間切の属村である。琉球国志略に「金武は首里
から九十里（四十五キロ）の北東にある。属村県が五つ有り：金武、宜野座、奥松、
漢那、柤慶｡」とある。
169．奥松日午古麻即［ukumatsi］←→［ukumatsi］
角川日本地名大辞典に「おくまつむら奥松村。王府時代の村名。国頭方金武間切
のうち。村名は「中山伝信録」「琉球国志略」に見えるが、比定地未詳｡」とある。
－７６－
170．名護日那古［naku］←→［nagu］
琉球人名地名字典に「名護（a)na9u｣、沖縄語辞典に「名護間切na9u」とある。
琉球国志略に「名護間切は首里から百五十里（七十五キロ）の北にある。属村県が
九つ有り：名護、屋部、世富慶、安和、喜瀬、幸喜、松堂、許田、宮里（美里間切の
ある地名と同じ｡」である。
171．屋部日牙不［iapu］←→［iabu］
琉球人名地名字典に「屋部（ab)yabu｣、沖縄語辞典に「屋部，jabu」（ja＝ia）と
ある。
172．喜瀬日及石［tcisl］←→［tliJi］
琉球人名地名字典に「喜瀬（a)chisi｣、沖縄語辞典に「喜瀬cisi」（ci＝tJisi＝
Ｊｉ）とある。
173．松堂日麻即多［matsituo］←→［matsidox］
琉球人名地名字典に「松堂（a)matsidO」（do＝do:）とある。
174．宮里日米牙撒燭［miiasatu］←→［miiaXdzatu］
琉球人名地名字典に「宮里（a)myazatu｣、沖縄語辞典に「宮里mjaa?atu」（mjaa
＝ｍｉａｘｚａ＝dza）とある。
175．伊指川日一撒石曙［isalslk，a］←→［isaJikaX］
琉球人名地名字典に「伊差川（b)isashikawa｣、沖縄語辞典に「伊差川？izasica」
（za＝dzasi＝Jica-ka）とある。
角川日本地名大辞典によると、「由來記」に「伊指川」が見え、今は「伊差111」と
なった。
伊指川は羽地間切の村である。琉球国志略に「羽地間切は首里から百七十里（八十
五キロ）の北にある。属村県は六つ有り：池城、屋嘉、伊指川、真喜屋、源河、謝
敷｡」とある。
176.親泊日武牙濁麻里［uiatumali］←→［uiadumari］
琉球人名地名字典に「親泊（a)，weduwai（b)oyadomari｣、沖縄語辞典に「親泊
７weedumai」（，wee←uia←uoiamai←mari」とある。
親泊は今歸仁間切の村である。琉球国志略に「今歸仁は首里から二百里（百キロ）
の北にある。属村県が十=有り：今歸仁、親泊、謝名（宜野湾問切にある地名と同
じ)、中城（中城間切と同名)、運天（上運天とも言う）、崎山（首里にある地名と同
じ)、玉城（玉城問切と同名)、平敷、仲宗根、呉我、天底、我部｡」とある。
177．天底日阿眉蘇古［ameisuku］←→［amisuku］
琉球人名地名字典に「天底（a)amisuku｣、沖縄語辞典に「天底Pamisuku」とあ
る。
－７７－
178．浦崎日午卿撒及［ulasat9i］←→［urasatJi］
琉球人名地名字典に「浦崎（a)urasachi｣、沖縄語辞典に「浦崎？urasaci」（ci＝
tJi）とある。
浦崎は本部問切の村である。琉球国志略に「本部間切は首里から三百里（百五十キ
ロ）の北にあり、南風原間切のある地名と同じである。属村県が七つ有り：伊野波、
浦崎、渡久知、崎濱、瀬底、伊豆味、謝花｡」とある。
179．伊豆味日一足米［itsumi］←→［idzumi］
琉球人名地名字典に「伊豆味（ab)izumi｣、沖縄語辞典に「伊豆味？i?umi」（?ｕ
＝dzu）とある。
180．根路銘日休禄米［nilumi］←→［nirumi］
琉球人名地名字典に「根路銘（a)nirumi｣、沖縄語辞典に「根路銘nirumi」とあ
る。
根路銘は大宜味間切の村である。琉球国志略に「大宜味は首里から三百里（百五十
キロ）の北東にある。属村県は五つ有り：屋嘉北、喜如嘉、田湊、根路銘、津波｡」
とある。
181．濱島日八麻［pama］←→［bama］
琉球人名地名字典に「漬（a)hamabama｣、沖縄語辞典に「浜hama」（ha←ba）
とある。
中山伝信録には琉球三十六属島が記された。その「東四島」の中に、浜が有る。原
文は「巴麻（pama）は濱島と訳し、南北二島が有り、中山から三十五里（十七．五
キロ）の東にある｡」
182．渡名喜日度奴奇［tunutCi］←→［tunatJi］
沖縄語辞典に「渡名喜（島の名）tunaci」（ci＝tJi）とある。
中山伝信録三十六島の「西北五島」に、「度那奇（tunatC，i）山、渡名喜島と訳し、
姑米山に近い。山に牛が多い｡」と記きれている。
183．粟國日阿古宜［akuni］←→［aguni］
琉球人名地名字典に「粟国（ab)aguni]、沖縄語辞典に「粟国？aguni］とある。
中山伝信録の「西北五島」に「安根Ul尼［ankenni]、阿姑尼［akuni］とも言い、粟
国島と訳し、また安護仁も訳す。度那奇とともに姑米山に近く、言葉も似ている｡」
とある。
184．良良部日一陣Ｉ不［ilapu］←→［irabu］
良良部は伊良部の誤り。琉球人名地名字典に「伊良部（ab)irabu｣、沖縄語辞典に
「伊良部７irabu」とある。「琉球訳」北京図書館本の「良」は誤字で、台湾本は
「永」と書く。
－７８－
中山伝信録の「東北八島」に「永良部は伊蘭埠（ilanbu）に間違っていた。国の五
百五十里（二百七十五キロ）の東北にある｡」とある。
185．徳島日度古［tuku］←→［tuku］
沖縄語辞典に「徳之島tukunusima」とある。中山伝信録の「東北八島」に「度姑
［tuku]、徳島と訳す。土音で徳を度、姑二つの音と発音する。国の六百里（三百キ
ロ）の北東にある｡」とある。
186．由呂日由六［iuliu］←→［iuru］
由呂は与路のこと。琉球人名地名字典に「与路yoro」（yo→ｉｕｒｏ→ru）とある。
中山伝信録の「東北八島」に「由呂、由路とも書く。度姑から三十八里（十九キ
ロ）の東北にある」とある。由路、由呂は奄美諸島の与路島である。
187．烏奇奴日子及奴加［ytCinutCia］←→［utJinu］
烏奇奴は浮野島のこと。中山伝信録の「東北八島」に「烏奇奴［utCinu］はまた浮
野と言う。度姑から四十里（二十キロ）の北東にある｡」とある。
第四対音字の「加」は次の項目から混入した字だと考えられる。
188．（加)喜路間日佳奇呂麻［kiakiliuma］←→［kakiruma］
加喜路間は加計呂麻島のこと。琉球人名地名字典に「加計呂麻kakeroma｣、沖縄
語辞典に「加計呂麻島kakiruma」とある。
中山伝信録の「東北八島」に「佳奇呂麻の呂が路とも書き、又加喜呂麻
［kiakiliuma］と書く。国の771里（385.5キロ）の北東にある｡」とある。
189．伊喜間日一及麻［it9ima］←→［itJima］
伊喜間は池間である。琉球人名地名字典に「池間（a)ichima｣、沖縄語辞典に「池
間（島の名）？icima」（ci＝tJi）とある。
中山伝信録の「南七島」に「伊奇麻IitCima］は伊喜間と訳し、伊計間も書く。大
平山、即ち宮古の東南にある｡」とある。
190．太良末日答lljlil麻［talama］←→［tarama］
太良間は実際に多良間のこと。琉球人名地名字典に「多良間tarama｣、沖縄語辞
典に「多良間tarama」とある。
中山伝信録「南七島」に「達l1jljI麻（tatama)」は太良未とも書く。宮古の西にあ
る｡」とある。
191．字間味日午喀米［uk'ami］←→［ukami］
ここの字間味は実際に大神を指す。琉球人名地名字典に「大神（b)okami｣、沖縄
語辞典に「大神７u9aN」（gaN←gami）とある。
中山伝信録の「南七島」に「烏ﾛ葛彌［ukami］は、字間味とも言う。宮古の西北に
ある｡」とある。
－７９－
192．與那国日由那姑尼［iunakuni］←→［iuna9uni］
琉球人名地名字典に「与那国yona9uni]、沖縄語辞典に「与那国島，juna9uni」
とある。
中山伝信録の「南西九島（八重山)」に「由那姑１１尼［iunakuni]、與那国と訳す。八
重山の西南にある｡」とある。
193．武富日達奇度奴［takitunu］←→［dakidun(u)］
ここの武富は実際に竹富を指す。琉球人名地名字典に「竹富（a)dakidun｣、沖縄
語辞典に「竹富島dakiduN」とある。
中山伝信録の「西南九島（八重山)」に「達奇度奴は冨武と訳し、又は武富と書く。
八重山の西、姑弥（西表島）の東にある｡」とある。
194．久高日姑答喀［kutaka］←→［kudaka］
琉球人名地名字典に「久高（ab)kudaka｣、沖縄語辞典に「久高kudaka」とある。
中山伝信録の「東四島」に「姑達佳［kutaka」は久高と訳し、中山の東の一百四十
五里（72.5キロ）の所にある｡」とある。
195．津堅日奇奴［(？)kinu］←→［tsikin(u)］
琉球人名地名字典に「津堅（a)tsikin｣、沖縄語辞典に「津堅CikiN」（9i＝tsi）
とある。
中山伝信録の「東四島」に「津奇奴は津堅と訳し、中山から三十五里（17.5キロ）
の東にある｡」とある。
196．久里島日姑呂世麻［kulylSlma］←→［kuruJima］
久里島は実際に黒島を指す。琉球人名地名字典に「黒島（ab)kurushima」（shi＝
Ｊｉ)、沖縄語辞典に「黒島kurusima」（si＝Ji）とある。
中山伝信録の「西南九島」に「姑呂世麻は久里島と訳し、八重山の西、やや北にあ
る｡」とある。
197．波照間日巴梯呂麻［pafilyma］←→［batiruma］
琉球人名地名字典に「波照間（a)hatiruma｣、沖縄語辞典に「波照間hatiruma」
（ha←ba）とある。
中山伝信録の「西南九島」に「巴梯呂麻は波照間と訳し、八重山の一番北西にあ
る｡」とある。
198．宮古島日米牙古石麻［miiakulslma］←→［miakud5ima］
琉球人名地名字典に「宮古島miyakojima」（ko→ku)、沖縄語辞典に「宮古島
mjaakuzima」（zi＝d5i）とある。
中山伝信録の「南七島」に「大平山は麻姑［maku］山とも言い、最初は宮古、後
は迷呂［miku]、今は麻姑と書く。中山の南の二十里（十キロ）の所にある｡」とあ
－８０－
ろ。
199．赤尾喚日什及必叔［lSlkipilSu］←→［JikibiJiu］
赤尾喚は大正島のこと。冊封船は経由するため、陳侃「使琉球録」では赤椣、中山
伝信録では赤尾蝋と言う。琉球人名地名字典では赤尾礁と書き、発音は「sekibisho」
（se→Jisho＝Jio→Jiu）である。
200．八頭岳日牙一即佳［iaitci］←→［iaid5i］
琉球国志略に「八頭嶽は高嶺の東北にある｡」「高嶺、士名は多嘉嶺で、首里西南の
三十里（十五キロ）の所にある。山南王の故城が有り、東北に八頭嶽が有る｡」とあ
る。
角川日本地名大辞典に「やえせだけ八重瀬岳方言ではエージ（iexd5i←iaid5i）
ダキという。「中山伝信録」では八頭嶽と見える｡」とある。
第四対音字「桂」は次の項目から混入したと考えられる。
201．（佳)楚岳日喀竹［k'atsu］←→［katJiu:］
琉球国志略に「佳楚嶽、今帰仁村にあり、また字勝嶽の名で、中山に一番高い峰で
ある｡」とある。
角川日本地名大辞典に「かつうだけ嘉津宇岳方言ではカチュウ（kabJiux）タ
キという｡」と見える。
202．名護岳日那古［naku］←→［na9u］
琉球国志略に「名護嶽は名護村にある｡」とある。角川日本地名大辞典に「などだ
け名護岳方言ではナグ（na9u）ダキという｡」と見える。
203．恩納岳日問那［uenna］←→［unna］
琉球国志略に「恩納嶽は恩納村にある」とある。角川日本地名大辞典に「恩納岳
方言ではウンナ（unna）ダキという｡」とある。
204．崎山日黙及牙麻［lsatCiiama］←→［satJiiama］
琉球国志略に「崎山は王府継世門の東にあり、中山の竜脈である｡」とある。角川
日本地名大辞典に「崎山（那覇市）方言ではサチヤマ（satJiiama）という｡」とあ
る。
205．升蕎山日叔著［lsutlsu］←→［？］
琉球国志略に「升蕎山は王府の東北にあり、死んだ宮人の家が見える｡」とある。
206.石虎山日一石都喀［ilsltuka］←→［iJitura］
琉球国志略に「石虎山は王府北の赤平村のうち、天慶院が有る｡」とある。
石虎山は赤平の虎瀬山のこと。虎瀬山、とらず（toratsuto→tu）やまと読み、
「一石都喀」は「石虎」の発音。
207．讃谷山日容當［iuOtaD］←→［iuntan］
－８１
山ではなく、地名である。沖縄語辞典に「読谷山juNtan」（iuntan）とある。
208．波上山日那米奴武一［naminuui］←→［naminuui］
琉球国志略に「波上は辻山の東北にあり、石筍崖とも名〈。」波上山は今の那覇市
若狹－丁目にある波上宮という神社が所在する丘陵だと考えられる。
209．鶴頭山日寡古多［kuakutuo］←→［kakudox］
琉球国志略に「鶴頂山は奥山（奥武山）の東にある｡」中山伝信録は「(奥武山）の
東に小さな岡は鶴頭山と言う｡」とある。「寡古多」は「鶴頭」の音読「kakudoX」だ
と考えられる。
210．雪崎山日由及奴黙及［iut9inulsat9i］←→［iutJinusatJi］
琉球国志略に「雪崎山は辻山の北東にあり、海の砂原に近い｡」とある。角川日本
地名大辞典に「雪崎那覇市北西部にあった岬。方言ではユーチヌサチ
（iutJinusatJi）という｡」とある。
211．馬歯山日八石［palSl］←→［baJi］
琉球国志略の「西三島」に「東馬歯山は国の西、一百三十里（65キロ）の所にある。
五つの島がある。夏録に俗は「渓頼末（kilaima慶良間の訳音）と言う。所属の間
切は渡嘉敷（豊見城間切のある地名と同じ）一つだけである｡」「西馬歯山に大小四島
が有る。間切一つ：座間味｡」とある。角川日本地名大辞典に「ばし（baJi）ざん
馬歯山」とある。馬歯山は慶良間諸島の島島の総称。
212．姑米山日古密［kumi］←→［kumi］
琉球人名地名字典に「久米（a)kumi｣、沖縄語辞典に「久米島kumizima」とあ
る。
姑米（kumi）は陳侃く使琉球録＞、藷崇業く使琉球録＞、汪揖く使琉球雑録＞に
それぞれに古米（kumi)、粘米（kumi)、枯米（k，umi）と書き、皆な「久米」を指す。
中山伝信録に「姑米山は馬歯山の西に有り、中山から四百八十里（240キロ）ある｡」
琉球国志略に「姑米山は久米島と訳す｡」とある。
213．葉壁山日許牙［xyia］←→［ixia］
琉球国志略に「葉壁山は土名が伊平屋島で、中山の北西三百里（150キロ）の所に
ある」とある。葉壁は［iepia］と発音、伊平屋の音訳である。
琉球人名地名字典に「伊平屋（a)ihya」（hy＝xi)、沖縄語辞典に「伊平屋７ihja」
（hFxi）とある。
214．硫横山日由我［iuuo］←→［iuoX］
琉球国志略に「硫磧山はまた黒島という名で、島が多いので、島島とも言う。国の
西北三百五十里（175キロ）の所にある｡」とある。
沖縄語辞典に「琉黄島iuoogasima」（juoo＝iuoX）とある。
－８２－
215．七里山日石及世にlt9ilsl］←→［JitJiJix］
七里山は七星山の誤りだと考えられる。琉球国志略に「七星山は牧志村の長虹堤の
南にある｣、角川日本地名大辞典に「牧志域内には冊封使の記録したたえられた七
星山が有り、セツ墓が残っている｡」とある。
発音も「七星」で星は［se:］から［siX］へ、最終に［Ji:］となることが考えられ
る。
216。壷家山日即不牙［tCipuia］←→［tJibuia］
琉球国志略に「壷家山は城東にあり、国の制陶所｡」とある。
沖縄語辞典に「壺屋Cibuja」（Ci＝tsi→tJi）とある。角川日本地名大辞典に「壺
屋方言ではチブヤという｡」（チブヤーtJibuia）とある。
217．八重山日牙一麻［iaima］←→［iaima］
沖縄語辞典に「八重山群島，eema」（ee←yae）とある。角川日本地名大辞典に
「八重山方言ではヤイマという｡」（ヤイマーiaima）とある。
218.重島日掌喀石麻［nakaslma］←→［nakaJima］
琉球国志略に「中島は泉崎の南にあり、奥山に隔て相対する」とある。角川日本地
名大辞典に「仲島の大石那覇市中央部泉崎一丁目にある琉球石灰岩の巨石。方言で
はナカシマヌウフイシという｡」（ナカシマnakaJima）とある。中山伝信録には
「仲島」と書く。汪揖く使琉球雑録＞に「城の左には那合深麻と言い、何の意味かを
分からない｡」（那合深麻naxaSenma）とある。
琉球訳|この「重」は「仲、中」の同音字で、そのせいで書き変えたかもしれない。
そのほか、李鼎元く使琉球録＞に「礁有りて孤立す。高さ二丈、囲五尺ばかり、重
畳たる上に、小樹、石頂に摺る」とあり、「重畳」だから、「重島」と書いた可能性も
ある。
219.石火山日石及寡［Slt9ikua］←→［JitJikua］
琉球国志略に「石火山は豊見城饒波村の山下にあり、ある川は東北に流れる｡」と
ある。「石及寡」は「石火」の発音である。
220.国吉山日古宜古［kuniku］←→［kuniJi］
琉球国志略に「国吉山は高嶺の東南にある｡」「高嶺は土名が多嘉嶺で、首里西南の
三十里（15キロ）にある｡」とある。角川日本地名大辞典に「国吉方言ではクニシ
という。沖縄本島南部、与座岳西方の石灰岩丘陵の南斜面に立地する｡」とある。ク
ニシはkuniJiと読み、琉球人名地名字典、沖縄語辞典にも「kunishi」（shi＝Ji)、
「kunisi」（si＝Ji）と発音する。
対音字の第三字は「Ji」の音に合わなく、その「古ｋｕ」は「石５１」の誤字だと考
えられる。
－８３－
221．櫻島山日我多［uotuo］←→［o:do:］
琉球国志略に「樫鳥山は麻文仁村のうち、山の形は櫻に似ているため、名づけられ
た」とある。「我多」は「櫻島」の音読。
222．金城山日今［t9in］←→［tJin］
琉球人名地名字典に「金武（a)chin」（chin＝tJin)、沖縄語辞典に「金武ciN」
（ciN＝tJin）とある。「金城山」は「金武山」の誤りで、琉球国志略にも「金武山は
首里東北九十里（45キロ）の所にある」とある。
223．運天山日文頂［untiO］←→［untin］
琉球人名地名字典に「運天wiuntin｣、沖縄語辞典に「上運天７ｗｉ?uNtin」とあ
る。琉球国志略に「運天山は上運天とも言う。名護山の北にあり、下は運天川は流れ、
稲田が多い」とある。
224．属島山日叔古多Esukutuo］←→［sukudo：］
山の名ではない。琉球国志略に「属島山凡ての島は111と言う。既に島名を列し、
以下に繰返さない｡」とある。「属島山」は「離島の山」の意である。
225．清水山日世洗［Slsi］←→［Jisi］
琉球国志略に「清水山、菊花山、氷明山は皆な大島にある」とある。「世洗」は
「清水」（せいすい＝sesui→sisi→Jisi）の音読。
226．菊花山日及古寡［t9ikukua］←→［tJikukua］
「及古寡」は「菊花」（きくか＝kikuka→tJikukua）の音読。
227．永明山日伊古［iku］←→［iXmix］
伊古は永明（えいめい＝eime:→i、:）の音読。古は誤字だと考えられる。
228．筑山日及古［t9iku］←→［tJiku］
琉球国志略に「筑山は太平島に有り、甚だし〈高い。土名は七姑（t9iku）山｡」と
ある。
229．走馬嶺日所八［suopa］←→［soxba］
「所八」は「走馬」の音読。
230．廻雁嶺日怪干［kuaikan］←→［kuai9an］
「怪干」は「廻雁」の音読。
231．勒馬巌日禄古八［lukupa］←→［rukuba］
「禄古八」は「勒馬」の音読。琉球国志略に「勒馬巌は王城の西にある」とある。
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